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剣　　道

１ 発達段階に応じた指導内容の整理

中学校第１学年ٴͼ第２学年 中学校第̏学年 ౳学校ೖ学年࣍ߴ ͦの࣍の年࣍Ҏ߱

　武道（剣道）の特性や成り立ち、伝統的な考え方、技の名称や行い方、
関連して高まる体力などを理解し、課題に応じた運動の取り組み方を工夫
できるようにする。

　伝統的な考え方、技 の名称や見取り稽古の仕
方、体力の高め方、運 動観察の方法などを理解
し、自己の課題に応じた 運動の取り組み方を工夫
できるようにする。

　伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、体力の高め方、課題解
決の方法、試合の仕方などを理解し、自己や仲間の課題に応じた運動を継
続するための取り組み方を工夫できるようにする。

⁞ٕ　ೳʕ࣭のߴ·Γʕ

※以下、「武道」を「武道（剣道）」と表記する。

中学校第１学年ٴͼ第２学年 中学校第̏学年 ౳学校ೖ学年࣍ߴ ͦの࣍の年࣍Ҏ߱

　武道（剣道）に積極的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行
動の仕方を守ろうとすること、分担した役割を果たそうとすることなどや、
禁じ技を用いないなど健康・安全に気を配ることができるようにする。

　武道（剣道）に自主的 に取り組むとともに、相
手を尊重し、伝統的な行 動の仕方を大切にしよう
とすること、自己の責任 を果たそうとすることな
どや、健康・安全を確保 することができるように
する。

　武道（剣道）に主体的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行
動の仕方を大切にしようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任
を果たそうとすることなどや、健康・安全を確保することができるように
する。

 ଶ　౓

ʕ਎ʹ෇͚͍ͤͨ͞۩ମతͳ಺༰ʢಈ͖の༷૬ʣʕ

中学校第１学年ٴͼ第２学年 中学校第̏学年 ౳学校ೖ学年࣍ߴ ͦの࣍の年࣍Ҏ߱

　剣道では、相手の動きに応じた基本動作から、基本となる技を用いて、
打ったり受けたりするなどの攻防を展開すること。

　剣道では、相手の動き の変化に応じた基本動作
から、基本となる技や得 意技を用いて、相手の構
えを崩し、しかけたり応 じたりするなどの攻防を
展開すること。

　剣道では、相手の多様な動きに応じた基本動作から、得意技を用いて、
相手の構えを崩し、素早くしかけたり応じたりするなどの攻防を展開する
こと。

中学校第１学年ٴͼ第２学年 中学校第̏学年 ౳学校ೖ学年࣍ߴ ͦの࣍の年࣍Ҏ߱

　技ができる楽しさを味わい、基本動作や基本となる技ができるようにする。 　技を高め勝敗を競う 楽しさや喜びを味わい、
得意技を身に付けるこ とができるようにする。

　技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい得意技を用いた攻防が展開で
きるようにする。

⁠஌ࣝɺߟࢥ・൑அ

学習指導要領の内容（剣道）２章
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２章　学習ࢦಋཁྖの಺༰ʢ剣道ʣ

中学校第１学年ٴͼ第２学年 中学校第̏学年 ౳学校ೖ学年࣍ߴ ͦの࣍の年࣍Ҏ߱

　武道（剣道）の特性や成り立ち、伝統的な考え方、技の名称や行い方、
関連して高まる体力などを理解し、課題に応じた運動の取り組み方を工夫
できるようにする。

　伝統的な考え方、技 の名称や見取り稽古の仕
方、体力の高め方、運 動観察の方法などを理解
し、自己の課題に応じた 運動の取り組み方を工夫
できるようにする。

　伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、体力の高め方、課題解
決の方法、試合の仕方などを理解し、自己や仲間の課題に応じた運動を継
続するための取り組み方を工夫できるようにする。

⁞ٕ　ೳʕ࣭のߴ·Γʕ

ʰ中学校学習ࢦಋཁྖղઆ　อ݈ମҭฤʱจ෦Պ学লʢฏ੒ �� 年݄̕ʣ

中学校第１学年ٴͼ第２学年 中学校第̏学年 ౳学校ೖ学年࣍ߴ ͦの࣍の年࣍Ҏ߱

　武道（剣道）に積極的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行
動の仕方を守ろうとすること、分担した役割を果たそうとすることなどや、
禁じ技を用いないなど健康・安全に気を配ることができるようにする。

　武道（剣道）に自主的 に取り組むとともに、相
手を尊重し、伝統的な行 動の仕方を大切にしよう
とすること、自己の責任 を果たそうとすることな
どや、健康・安全を確保 することができるように
する。

　武道（剣道）に主体的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行
動の仕方を大切にしようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任
を果たそうとすることなどや、健康・安全を確保することができるように
する。

 ଶ　౓

ʕ਎ʹ෇͚͍ͤͨ͞۩ମతͳ಺༰ʢಈ͖の༷૬ʣʕ

中学校第１学年ٴͼ第２学年 中学校第̏学年 ౳学校ೖ学年࣍ߴ ͦの࣍の年࣍Ҏ߱

　剣道では、相手の動きに応じた基本動作から、基本となる技を用いて、
打ったり受けたりするなどの攻防を展開すること。

　剣道では、相手の動き の変化に応じた基本動作
から、基本となる技や得 意技を用いて、相手の構
えを崩し、しかけたり応 じたりするなどの攻防を
展開すること。

　剣道では、相手の多様な動きに応じた基本動作から、得意技を用いて、
相手の構えを崩し、素早くしかけたり応じたりするなどの攻防を展開する
こと。

中学校第１学年ٴͼ第２学年 中学校第̏学年 ౳学校ೖ学年࣍ߴ ͦの࣍の年࣍Ҏ߱

　技ができる楽しさを味わい、基本動作や基本となる技ができるようにする。 　技を高め勝敗を競う 楽しさや喜びを味わい、
得意技を身に付けるこ とができるようにする。

　技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい得意技を用いた攻防が展開で
きるようにする。

⁠஌ࣝɺߟࢥ・൑அ
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剣　　道

２ 剣道の指導目標・指導内容

指導内容 ʰ中学校学習ࢦಋཁྖղઆ　อ݈ମҭฤʢൈਮʣɦ จ෦Պ学লʢฏ੒ �� 年݄̕ʣ

第�学年ٴͼ第�学年

第̏学年

第�学年ٴͼ第�学年

第̏学年

第�学年ٴͼ第�学年

第̏学年

❶技能 ❷態度 ❸知識、思考・判断

相手の動きに応じた基本動作から、
基本となる技を用いて、打ったり受け
たりするなどの攻防を展開すること。

相手の動きの変化に応じた基本動作
から、基本となる技や得意技を用い
て、相手の構えを崩し、しかけたり応
じたりするなどの攻防を展開するこ
と。

武道（剣道）に積極的に取り組むとと
もに、相手を尊重し、伝統的な行動の
仕方を守ろうとすること、分担した役
割を果たそうとすることなどや、禁じ
技を用いないなどの健康･安全に気を
配ることができるようにする。

武道（剣道）に自主的に取り組むとと
もに、相手を尊重し、伝統的な行動の
仕方を大切にしようとすること、自己
の責任を果たそうとすることなどや、
健康･安全を確保することができるよ
うにする。

武道（剣道）の特性や成り立ち、伝統
的な考え方、技の名称や行い方、関連
して高まる体力などを理解し、課題に
応じた運動の取り組み方を工夫でき
るようにする。

伝統的な考え方、技の名称や見取り
稽古の仕方、体力の高め方、運動観察
の方法などを理解し、自己の課題に応
じた運動の取り組み方を工夫できるよ
うにする。

第１学年及び第２学年 第３学年

技
　
　
能

૬खのಈ͖ʹԠͨ͡جຊಈ͔࡞ΒجຊͱͳΔٕΛ༻͍ͯɺଧͬ
ͨΓड͚ͨΓ͢ΔͳͲの߈๷のల։
ʤ例ࣔʥ
࡞ຊಈج˙
・構えでは、相手の動きに応じて自然体で中段
・体さばきでは、相手の動きに応じて歩み足や送り足
・基本打突の仕方と受け方では、中段の構えから体さばきを使って、
　面や胴や小手の部位を打ったり受けたりする

ຊͱͳΔٕج˙
˔͔͚ٕ͠
＜二段の技＞・小手―面　・面―胴
＜引き技＞　・引き面　　・引き胴

˔Ԡٕ͡
＜抜き技＞　・面抜き胴　・小手抜き面

૬खのಈ͖のมԽʹԠͨ͡جຊಈ͔࡞ΒجຊͱͳΔٕ΍ಘҙٕΛ
༻͍ͯɺ૬खΛ่͠ɺ͔͚ͨ͠ΓԠͨ͡Γ͢ΔͳͲの߈๷Λల։
ʤ例ࣔʥ
࡞ຊಈج˙
・構えでは、相手の動きの変化に応じて自然体で中段
・体さばきでは、相手の動きの変化に応じて体の移動や竹刀操作
・基本打突の仕方と受け方では、相手に対しての距離を近くしたり
　遠くしたりして打ったり、応じ技へ発展するよう受けたりする
ຊͱͳΔٕج˙
˔͔͚ٕ͠
＜二段の技（連続技）＞　・小手―胴・面―面
＜引き技＞　　・引き小手
＜出ばな技＞　・出ばな面　・出ばな小手
＜払い技＞　　・払い面　　・払い小手
˔Ԡٕ͡
＜すり上げ技＞・小手すり上げ面

態

度

తʹऔΓ૊Ήۃੵ˔
˔૬खΛଚॏ͠ɺ఻౷తͳߦಈのํ࢓ΛकΔ
˔෼୲ͨ͠໾ׂΛՌͨ͢
Λ഑Δؾʹશ҆・߁Λ༻͍ͳ͍ͳͲɺ݈ٕ͡ې˔

˔ࣗओతʹऔΓ૊Ή
˔૬खΛଚॏ͠ɺ఻౷తͳߦಈのํ࢓Λେ੾ʹ͢Δ
の੹೚ΛՌͨ͢ݾࣗ˔
શΛ֬อ͢Δ҆・߁݈˔

知

識

˔෢道ʢ剣道ʣのಛੑ΍੒Γཱͪ
˔఻౷తͳํ͑ߟ
˔ٕの໊শ΍ํ͍ߦ
˔ؔ࿈ͯ͠ߴ·Δମྗ

˔ٕの໊শͱݟऔΓݹܤのํ࢓
˔ମྗのߴΊํ
˔ӡಈ࡯؍のํ๏

思
考
・
判
断

˔՝୊ʹԠͨ͡ӡಈのऔΓ૊ΈํΛ޻෉
・行い方のポイントを見つける
・課題に応じた練習方法を選ぶ
・分担した役割に応じた協力の仕方を見付ける
・学習した安全上の留意点を当てはめる

෉޻の՝୊ʹԠͨ͡ӡಈのऔΓ૊ΈํΛݾࣗ˔
・自己の技能、体力に応じた得意技を見つける
・自己に適した攻防の仕方を選ぶ
・仲間に技術的な課題や有効な練習方法の選択について指摘
・体調に応じて適切な練習方法を選ぶ
・継続して楽しむために、自己に適したかかわり方を見付ける
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２章　学習ࢦಋཁྖの಺༰ʢ剣道ʣ

３ 指導内容の技能について

中学校
�・�年

中学校̏年・
校ೖ学年࣍ߴ

校ͦの࣍のߴ
年࣍Ҏ߱

基
本
動
作

͑ߏ
ࣗવମ
中ஈの͑ߏ

˔
˔

˓
˓

˓
˓

ମ͞͹͖

าΈ଍
ૹΓ଍
ମのҠಈ
஛౛ૢ࡞

˔
˔

˓
˓
˔
˔

˓
˓
˓
˓

ຊଧಥのج
ͱड͚ํ࢓

໘
಑
খख
ଧಥのड͚ํ
ؒ߹のऔΓํ
Ԡٕ͡΁のड͚

˔
˔
˔
˔

˓
˓
˓
˓
˔
˔

˓
˓
˓
˓
˓
˓

基
本
と
な
る
技

し
か
け
技

ೋஈのٕ

໘ʕ಑
খखʕ໘
໘ʕ໘
খखʕ಑

˔
˔

˓
˓
˔
˔

˓
˓
˓
˓

Ҿ͖ٕ
Ҿ͖໘
Ҿ͖಑
Ҿ͖খख

˔
˔

˓
˓
˔

˓
˓
˓

ग़͹ͳٕ
ग़͹ͳ໘
ग़͹ͳখख

˔
˔

˓
˓

෷͍ٕ
෷͍໘
෷͍খख
෷͍಑

˔
˔

˓
˓
˔

応
じ
技

ൈ͖ٕ
໘ൈ͖಑
খखൈ͖໘

˔
˔

˓
˓

˓
˓

͢Γ্ٕ͛
খख͢Γ্͛໘
໘͢Γ্͛໘

˔ ˓
˔

ฦٕ͠ ໘ฦ͠಑ ˔

ଧͪམͱٕ͠ ಑ଧͪམͱ͠໘ ˔

ಘҙٕ
ମ͞͹͖Λ༻͍ͯ
ΊٕͨߴຊͱͳΔٕΛج

˔ ˓

攻
防
の
展
開

ࣗ༝࿅習 ˔ ˓ ˓

͘͝؆୯ͳࢼ߹ ˔ ˓ ˓

؆୯ͳࢼ߹ ˔ ˓

（表１）技能ʢ˔͸例ࣔ͞Ε͍ͯΔಈ࡞΍ٕɺ˓͸طग़のಈ࡞΍ٕʣ
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剣　　道

（表２）中学校学習指導要領解説「保健体育編」武道（剣道）による学習内容
ʢ　ʣ第１ɼ２学年　ʦ　ʧ第̏学年

技

　
　
　能

態

　
　度

知

識
、

思

考

・

判

断

૬खのಈ͖ʹԠͨ͡جຊಈ࡞
　　　　　　　　　ʢ�ɼ�年ʣ

૬खのಈ͖のมԽʹԠͨ͡جຊಈ࡞
　　　　　　　　　　　　　ʦ�年ʧ

ຊͱͳΔٕج

ଧͬͨΓड͚ͨΓ͢ΔͳͲの߈๷Λల։͢Δʢ�
� 年ʣ

૬खの͑ߏΛ่͠ɺ͠ ͔͚ͨΓԠͨ͡Γ͢ΔͳͲの߈๷Λ
ల։͢ΔಘҙٕΛ਎ʹ෇͚Δ　　　　　　　　　　ʦ�年ʧ

૬खΛଚॏ͠ ఻౷తͳߦಈのํ࢓ΛकΔ

෼୲ͨ͠໾ׂΛՌͨ ʢ͢�
� 年ʣ
ࣗ෼の੹೚ΛՌͨ ʦ͢� 年ʧ

ٕ͡ې


�Λ഑Δʢؾʹશ҆・߁݈� 年ʣ

શΛ֬อ͢Δʦ�年ʧ҆߁݈

෢道のಛੑ΍੒Γཱͪ

఻౷తͳํ͑ߟ

ٕの໊শ΍͍ߦ ʢํ�
�
� 年ʣ
ʦ�年ʧ　ํ࢓のݹܤऔΓݟ

ؔ࿈ͯ͠ߴ·Δମ ʢྗ�
� 年ʣ
ମྗのߴΊํ�����　ʦ�年ʧ
ӡಈ࡯؍のํ๏

՝୊ʹԠͨ͡ӡಈのऔΓ૊ΈํΛ޻෉͢Δʢ�
� 年ʣ
෉ʦ�年ʧ޻の՝୊ʹԠͨ͡ӡಈのऔΓ૊Έํのݾࣗ

͑ߏ
ମ͞͹͖
ຊଧಥج

มԽʹԠͨ͡

͔͚ٕ͠

Ԡٕ͡

ࣗવମ・中ஈの͑ߏ
าΈ଍・ૹΓ଍
ਖ਼໘ଧͪͱͦのड͚ํ
ӈ໘ଧͪͱͦのड͚ํࠨ
಑ʢӈʣଧͪͱͦのड͚ํ
খखʢӈʣଧͪͱͦのड͚ํ

ࣗવମ・中ஈの͑ߏ
ମのҠಈ・஛౛ૢ࡞
ؒ߹ʢڑ཭ʣʢ͍ۙ・ԕ͍ʣ
Ԡٕ͡΁のൃల

ೋஈの ʢٕখख � ໘・໘ � ಑ʣʦখख � ಑・໘ � ໘ʧ
Ҿ͖ ʢٕҾ͖໘・Ҿ͖಑ʣʦҾ͖খखʧ
ग़͹ͳ ʦٕग़͹ͳ໘・ग़͹ͳখखʧ
෷͍ ʦٕ෷͍໘・෷͍খखʧ
ൈ͖ ʢٕ໘ൈ͖಑・খखൈ͖໘ʣ
͢Γ্͛ ʦٕখख͢Γ্͛໘ʧ

ࣗ༝࿅習・͘͝؆୯ͳࢼ߹
͔͔Γ࿅習・໿ଋ࿅習

ࣗ༝࿅習
؆୯ͳࢼ߹

ʢ࡞๏ɺॴ࡞ΛकΔʣʦܟҙΛ෷͏ʧ

ʢ४උ΍ޙย͚ͮɺ৹൑ʣ
ʦ੹೚Λ࣋ͬͯࣗओతʹऔΓ૊Ήʧ

ಥ͖ٕ

ମௐのมԽɺݥةͳಈ࡞΍ٕ͡ېΛ༻͍ͳ͍
༻۩΍࿅習৔ٴͼࢼ߹の৔ॴɺࣗ ΍஥ؒの҆શݾ
༻۩΍ࢪઃの҆શ֬อのํ࢓
ஈ֊తͳ࿅習のํ࢓ɺ͚ ͕の๷ࢭ

ٕΛ਎ʹ෇͚ɺ૬खͱ߈๷͢Δָ͠͞΍تͼΛຯΘ͏
զ͕ݻࠃ༗のจԽɺੈ ք֤஍Ͱのීٴ

Ͱ͸ͳ͘ɺٕ͚ͩ͢ࢦのউഊΛ໨߹ࢼ ೳの習ಘΛ௨ͯ͠
ྱ๏Λ਎ʹ෇͚Δʢࣗܗݾ੒ʣ

ٕ͕͋Γɺٕ Λ͔͚ΔͨΊʹ͸ମ͞͹͖のํ࢓
ଞਓのݹܤΛͯݟ学Ϳ

ओͱͯ͠ॠൃྗɺහডੑɺ޼៛ੑ
๷ʹඞཁͳٕज़ͱのؔ࿈ͤͨ͞ิॿӡಈ౳͔Β߈
ΊΔɻࣗߴ のಈ͖΍஥ؒのಈ͖ํの෼ੳݾ
༺׆తͳ஌ࣝ΍ٕೳのૅج

学習՝୊΁のऔΓ૊Έํの޻෉
学習৔໘ʹద༻ɺԠ༻͢Δ޻෉

˞શ೔ຊ剣道࿈ 「ໍ剣道授業ࣄ例ू」࡞੒෦ձʹΑΔਤࣜԽ
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２章　学習ࢦಋཁྖの಺༰ʢ剣道ʣ

■武道（剣道）〔第１学年及び第２学年〕
〔学習指導要領の内容〕

（1）�次の運動について、技ができる楽しさや喜びを味わい、基本動作や基本となる技ができる

ようにする。剣道では、相手の動きに応じた基本動作から、基本となる技を用いて、打っ

たり受けたりするなどの攻防を展開すること。

（2）�武道（剣道）に積極的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守ろうとする

こと、分担した役割を果たそうとすることなどや、禁じ技を用いないなど健康・安全に気を配る

ことができるようにする。

（3）�武道（剣道）の特性や成り立ち、伝統的な考え方、技の名称や行い方、関連して高まる体

力などを理解し、課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。

４ 評価について

●武道（剣道）の評価規準に盛り込むべき事項��ʢฏ੒��年��݄ɿڭཱࠃҭ੓ڀݚࡦॴڭҭ՝ఔڀݚηϯλʔʣ

ӡಈ΁の
ؔ৺・ҙཉ・ଶ౓

ӡಈʹ͍ͭͯの
൑அ・ߟࢥ ӡಈのٕೳ ӡಈʹ͍ͭͯの

஌ࣝ・ཧղ
武道（剣道）の楽しさや喜びを
味わうことができるよう、相手
を尊重し、伝統的な行動の仕
方を守ろうとすること、分担し
た役割を果たそうとすることな
どや、禁じ技を用いないなど健
康・安全に留意して、学習に積
極的に取り組もうとしている。

武道（剣道）を心豊かに実践
するための学習課題に応じた
運動の取り組み方を工夫して
いる。

武道（剣道）の特性に応じて、
攻防を展開するための基本動
作や基本となる技を身につけ
ている。

武道（剣道）の特性や成り立
ち、伝統的な考え方、技の名
称や行い方、関連して高まる
体力、試合の行い方を理解し
ている。

●武道（剣道）の評価規準の設定例 　　　 ͸ɺʤ第̏学年ʥͱのൺֱ෦෼

ӡಈ΁の
ؔ৺・ҙཉ・ଶ౓

ӡಈʹ͍ͭͯの
൑அ・ߟࢥ ӡಈのٕೳ ӡಈʹ͍ͭͯの

஌ࣝ・ཧղ
①武道（剣道）の学習に積極
的に取り組もうとしてい
る。（愛好）

①技を身に付けるための運動
の行い方のポイントを身に
つけている。

①相手の動きに応じた基本動
作が出来る。

・中段に構えること。
・歩み足や送り足をすること
・面や小手を打ったり受けた
りすること。

②相手の動きに応じた基本動
作が出来る。

・胴を打ったり受けたりするこ
と。
③相手の動きに応じた基本と
なる技が出来る。

・二段技（小手－面）
・引き技（引き面）
・抜き技（小手抜き面）
④相手の動きに応じた基本と
なる技が出来る。

・二段技（面－胴）
・引き技（引き胴）
・抜き技（面抜き胴）

①剣道の特性や成り立ちにつ
いて、学習した具体例を挙
げている。

②相手を尊重し、伝統的な行
動の仕方を守ろうとしてい
る。（公正：自分を律する
克己の心を表すものとして
の礼儀）　

②課題に応じた練習方法を選
んでいる。

②剣道の伝統的な考え方につ
いて理解したことを言った
り書いたりしている。

③分担した役割を果たそうと
している。（責任）

③仲間と協力する場面で、分
担した役割に応じた協力の
仕方を身につけている。

③技の名称や行い方につい
て、学習した具体例を挙げ
ている。

④仲間の学習を援助しようと
している。（協力）

④学習した安全上の留意点を
他の練習場面に当てはめて
いる。

④剣道に関連して高まる体力
について、学習した具体例
を挙げている。

⑤禁じ技を用いないなど健
康・安全に留意している。
（健康・安全）

⑤試合の行い方について学習
した具体例を挙げている。

⁞ධՁن४
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●武道（剣道）の評価規準に盛り込むべき事項　ʢฏ੒ �� 年 �� ݄ɿڭཱࠃҭ੓ڀݚࡦॴڭҭ՝ఔڀݚηϯλʔʣ

ӡಈ΁の
ؔ৺・ҙཉ・ଶ౓

ӡಈʹ͍ͭͯの
൑அ・ߟࢥ ӡಈのٕೳ ӡಈʹ͍ͭͯの

஌ࣝ・ཧղ

武道（剣道）の楽しさや喜
びを味わうことができるよ
う、相手を尊重し、伝統的
な行動の仕方を大切にしよ
うとすること、自己の責任
を果たそうとすることなど
や、健康・安全に留意して、
学習に自主的に取り組もう
としている。

生涯にわたって武道（剣道）
を豊かに実践するための自
己の課題に応じた運動の取
り組み方を工夫している。

武道（剣道）の特性に応じて、
攻防を展開するための得意
技を身につけている。

伝統的な考え方、技の名称
や見取り稽古の仕方、体力
の高め方、運動観察の方法、
試合の行い方を理解してい
る。

●武道（剣道）の評価規準の設定例 　　　 ͸ɺʤ第１学年ٴͼ第２学年ʥͱのൺֱ෦෼

ӡಈ΁の
ؔ৺・ҙཉ・ଶ౓

ӡಈʹ͍ͭͯの
൑அ・ߟࢥ ӡಈのٕೳ ӡಈʹ͍ͭͯの

஌ࣝ・ཧղ

①武道（剣道）の学習に自
主的に取り組もうとして
いる。（愛好）

①自己の技能・体力の程度
に応じた得意技を見つけ
ている。

①相手の動きに応じた基本
となる技が出来る。

・二段技
　（小手－胴、面－面）
・引き技（引き小手）
・出ばな技
　（出ばな面、出ばな小手）
・すり上げ技
　（小手すり上げ面）

②既習技の中から、得意技
を見つけ、定着させ、相
手との攻防に生かすこと
が出来る。

③相手の構えを崩し、相手
の技に対して応じ技を繰
り出すなどの攻防ができ
る。

①剣道の伝統的な考え方に
ついて、理解したことを
言ったり書き出したりし
ている。

②相手を尊重し、伝統的な
行動の仕方を大切にしよ
うとしている。
　（公正：自分を律する克己
の心を表すものとしての
礼儀）

②提供された攻防の仕方か
ら、自己に適した攻防の
仕方を選んでいる。

②技の名称や見取り稽古の
仕方について学習した具
体例を挙げている。

③自己の責任を果たそうと
している。（責任）

③仲間に対して、技術的な
課題や有効な練習方法の
選択について指摘してい
る。

③剣道に関連した体力の高
め方について、学習した
具体例を挙げている。

④互いに助け合い教え合お
うとしている。（協力）

④健康や安全を確保するた
めに、体調に応じて適切
な練習方法を選んでいる。

④運動観察の方法について、
理解したことを言ったり
書き出したりしている。

⑤健康・安全に留意してい
る。（健康・安全）

⑤剣道を継続して楽しむた
めの自己に適した関わり
方を見つけている。

⑤試合の行い方について、
学習した具体例を挙げて
いる。

■武道（剣道）〔第３学年〕
〔学習指導要領の内容〕

（1）�次の運動について、技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、得意技を身に付けること

ができるようにする。

　　剣道では相手の動きの変化に応じた基本動作から、基本となる技や得意技を用いて、相手の

構えを崩し、しかけたり応じたりするなどの攻防を展開すること。

（2）�武道（剣道）に自主的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を大切に

しようとすること、自己の責任を果たそうとすることなどや、健康・安全を確保すること

ができるようにする。

（3）�伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、体力の高め方、運動観察の方法などを理解し、

自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。
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２章　学習ࢦಋཁྖの಺༰ʢ剣道ʣ

■指導と評価の一体化
●指導したことを評価する

① ｢学習指導要領」に基づいた指導をする。

②学習評価においても学習指導要領等の改訂の趣旨を反映する。

③学校の実態を踏まえ創意工夫を活かす学習評価を促進する。

●観点別学習状況評価の在り方

①学校教育法で定める学力の３つの要素に合わせ、保健体育の評価は４観点で実施する。

②「技能・態度」については教えて育てて評価する。

③「知識、思考・判断」については教えたら忘れないうちに評価する。

●学習評価が次の指導に活かされる

①どのような生徒を育てたいのか、めざす生徒像を明確にする。

②何を身に付けさせるか、指導内容の明確化・重点化を心がける。

③指導内容をどのように指導するのか、指導方法を工夫する。

④指導の結果どのように身に付いたか、実現状況の把握をする。

●指導の改善……身に付いていなければどのような改善を図るか

①目標レベルは「学習指導要領」に適合したものであったか。

②学習内容を身に付けさせるための指導方法は適切であったか。

③学習活動に即した評価規準の設定レベルは高すぎたり低すぎたりしていなかったか。

●生徒の主体的学びを高める評価の工夫

①生徒が学ぶべき目標を明確にするとともに、１時間に指導する内容（目標）が２つ以上に

ならないように配慮する。

②生徒同士による相対評価・生徒自身による自己評価などがあり、評価規準をもとに生徒の

実態を考慮し観察や発表、ワークシート・学習カードなどを活用し評価を行う。

③学習カードは、個人やグループの目標やめあてを明記し、記録の整理・比較（グラフ化）・

振り返りなど学習の伸びや課題が明記され評価できるように工夫する。

ᶃૅجత・جຊతͳ஌ࣝɺٕ ೳ

ʹ՝୊Λղܾ͢ΔͨΊͯ͠༺׆ᶄ͜ΕΒΛ「൑அ・ߟࢥ」
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